
 
 
 
          
■ 要旨 

（株）三菱電機ビジネスシステム（ＭＢ）では就業管理

と入退室管理を連携したソリューションを開発した。 

「賃金不払いの解消」「過重労働による健康阻害防止」を

目的とした行政による監督指導に基づき、企業では従業員

の適切な労働時間管理が求められている。 

労働時間を管理する上での重要なポイントとして「社員

毎の客観的な出退勤時刻の管理」があげられる。 

 就業管理システムでは一般的に「タイムレコーダー」と

連携し打刻時間を出退勤時刻として管理しているが、入退

室管理システムの入館（入室）・退館（退室）時刻を出退勤

時刻として就業管理システムに反映させるため、三菱電機

標準のセキュリティ構築プラットフォーム“DIGUARD NET

（ディガードネット）”（注1）を利用して三菱入退室管理シス

テム“MELSAFETY（メルセーフティー）-P/G（注2）”と就業管

理システム“ALIVE TA（アライブティーエー）”の連携シス

テムを開発する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

連携システムは、外部連携アプリケーション機能とCUIア

プリケーション機能から構成されており、DIGUARD 
NETとSOA技術を利用して疎結合なシステム間連携を実

現している。簡単なパラメータカスタマイズにより、 

ALIVE TA以外の就業管理システムへも対応でき、またお客

様ごとに異なる様々な運用形態へ対応が可能である。 

（注1）DIGUARD NETは、三菱独自の共通プロトコルによっ

てシステム間の通信を実現するセキュリティ構築プ

ラットホームである。 

（注2）MELSAFETY-Pは、小規模セキュリティ向け

コンポーネント製品(入退室管理システム)であり、

MELSAFETY-G 三菱統合ビルセキュリティシステム

(入退室管理システム)である。 
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１．まえがき 
 政府は 1988 年以降「年間総労働時間 1,800 時間」を目

標として労働時間削減に向けた施策を展開している。 
2001年に策定された「労働時間の適正な把握のために使用

者が講ずべき措置に関する基準」で始業・終業時刻の記録

方法としてタイムレコーダー等の「客観的な記録」が必要

とされ、行政による監督指導時の重要なポイントとされて

いる。 
入退室管理システムに生体認証や監視カメラを組み合わ

せる事により、なりすましによる不正打刻を防止すること

ができ、タイムレコーダーと比較してより厳格な始業・終

業時刻の記録が可能である。 
またタイムレコーダーシステムの導入が不要となる価格

メリットに加え、入退室操作が出退勤記録を兼ねる事によ

る利用者の利便性向上で訴求することができる。 
 本稿ではDIGUARD NET に対応したMELSAFETY－
P/G・ALIVE TAの連携ソリューションについて述べる。 
 
２．ＡＬＩＶＥ ＴＡとは 
 ＡＬＩＶＥ ＴＡは、人事総務部門の業務効率化を目的と

して、ＭＢが開発したＷｅｂベースの業務アプリケーショ

ンシリーズのサブシステムの一つである。その他にWebワー

クフロー（WF）、Web年末調整申告（YA）、Web給与明細配

信（PV）、人事情報（HR）などのサブシステム群を用意し

ている。人事・総務・経理で、散在する共通的な業務・サ

ービスを標準化・集中化し、共有（シェア）する事により

効率的な経営改革を実践する。 

人事・総務系業務のデータ統合による情報の一元化とWeb

ブラウザ活用により、導入・運用コストを削減する。    

ＡＬＩＶＥ ＴＡの特長は日々の就業情報をリアルタイム

に管理でき、人事・総務部門の負荷を軽減するWebアプリケ

ーションである。Webブラウザを使った容易な操作に加え、

入力ミスや計算ミスのチェック機能も備え、入力作業者の

負担を軽減する。さらに給与計算システムとの連動で給与

計算担当者の負担も大幅に軽減される。 

 
３．就業連携システム機能 
３．１ 概要 
就業管理システムにおいては、より適切な就業管理を実

現するため、入退室管理システムや人事管理システムとい

った他システムとの連動が必要不可欠である。入退室管理

システム一つを例に挙げてもMELSAFETY-P、MELSAF
ETY-Gといった異種のシステムが存在する。 
このような多種多様なシステムと ALIVE TA とを柔軟に

連携する基盤として、SOA（Service-Oriented Architect
ure）技術を活用したALIVE 連携システムを開発した。 

 
３．２ 構成 
就業連携システムは、SOA技術の一つであるESB

（Enterprise Service Bus）を利用して構築している。 
SOAは、ある機能単位をサービスとして切り出し、サー

ビスの組み合わせで、新たなアプリケーション・システム

を構築するという設計概念である。 

 
図 1：ESB の概念 

 
ESBは、SOAを実現する一つの手法であり、サービス

間をつなぐバスを実現する(図 1)。バスにはフォーマットの

変換やルーティング機能が含まれ、サービスの組み合わせ

を自由に変更することが可能となる。これにより、ESBを

用いて実現したシステムは、機能追加やフォーマットの変

更がサービス自体を変更せずに実現できることが特長とな

っている。 
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図 2：就業連携システムの構成 

 
就業連携システムの外部連携アプリケーション機能・

CUIアプリケーション機能は、ともにESB上で実現して

いる（図 2）。外部連携アプリケーション機能は入退室管理

システムからのデータ入力インタフェース、CUIアプリケ

ーション機能は就業管理システムへのデータ出力インタフ

ェースをそれぞれ提供している。 
 
３．３ 外部連携アプリケーション機能 
外部連携アプリケーション機能は、MELSAFETY-P/G

からリアルタイムに通知される通行履歴・警報履歴をデー



タベースに蓄積する機能である。 
MELSAFETY-PとMELSAFETY-Gそれぞれについて、

ＤＩＧＵＡＲＤ ＮＥＴを利用して機器と連携するサービ

スコンポーネントを開発した（図 3）。これにより、MEL
SAFETYの機器をESB上の様々なサービスと連携するこ

とが可能となる。また、多数の機器に対しても同じコンポ

ーネントの追加で同様に接続が可能となり、MELSAFET
Yの機器の異種を外部連携アプリケーションで吸収し、透

過的な履歴収集が実現できる。 
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図 3：外部連携アプリケーション機能 
 

MELSAFETYから通知される通行履歴・警報履歴は、

データ形式が異なるが、ESBのルーティングを変更するこ

とで、DB連携コンポーネントで実行されるクエリを切り

替えている。このように、MELSAFETYとの連携コンポ

ーネントを変更することなく、ESB上のルーティングを切

り替えること（図 4）で、様々な連携パターンを実現する

ことができる。 
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図 4：外部連携アプリケーションのルーティング 

 
３．４ CUIアプリケーション機能 
CUIアプリケーション機能は、データベースに蓄積され

た通行履歴を抽出し、CSV ファイルへ出力する機能をコマ

ンドインタフェースで提供したものである。ALIVE TAの

データ入力インタフェースは CSV ファイルに対応してい

るため、データベースから取得したデータを CSV ファイ

ルとして出力（図 5）し、ALIVE TAの入力インタフェー

スに渡す機能を提供することで、ALIVE TA との連携が

可能となる。 
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図 5：CUIアプリケーション機能 

 
CUIアプリケーション機能は、コマンドからの実行情報

を HTTP リクエストへ変換する CUI インタフェースと

HTTP リクエストに基づいて ESB 上のサービスを実行す

る機能（CUI連携コンポーネントとDB連携コンポーネン

トの組み合わせ）により実現している。コマンドの実行情

報をHTTP リクエストとして送信するたるため、遠隔の就

業連携システムに対しても一括してコマンド制御を行うこ

とが可能となる（図 6）。特に、コマンドインタフェースで

あるため、他のコマンドとの組み合わせや定期実行が容易

な仕組みとなっていることが特長である。 
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図 6：CUIインタフェースによる遠隔制御 

 
コマンドインタフェースは取得対象のデータやデータ形

式を引数で指定することが可能であるが、ESBのルーティ

ングにより、データのフィルタリングやフォーマット変換

も行うことができる。これにより、ALIVE TA 等の連携対

象システムが要求する様々なフォーマットへ柔軟に対応す

ることが可能となる。 



 
３．５ その他のシステム連携機能 
就業連携システムは、SOAに基づいて疎結合のサービス

群でシステムが構築しているため、機能追加・修正のコス

トを小さく抑えることができる。 
例えば、PCのログオン情報を管理するActiveDirectory

（AD）と就業システムを連携する機能を追加する場合、A
DサーバからPCログオン情報を収集するサービスコンポ

ーネント（PCログオン連携コンポーネント）を追加する

こと（図 7）で、ALIVE TAへPCログオン情報を入力す

る機能を実現できる。 

 
図 7：就業連携システムの連携イメージ 

 
このように、ESBを用いて構築した就業連携システムは、

ALIVE TA と他のさまざまなシステム間の連携基盤とし

て、活用することが可能である。 
 
４．導入事例 
本システムは某検査機関において 2009 年 5 月より試験

稼動を開始している（図8）。本部と試験場にMELSAFETY
－P を導入し、ALIVE TA と連携し職員の労働時間を管理

している。 
外出や昼食のため、１日複数回の出退勤データが発生する

が最初の入館データを出勤、最後の退館データを退勤とし

てデータ連携している。 
来訪者等職員以外の入退館データについては IC カードに

割り付ける個人番号をルール化し、データ連携時に除外す

ることにより必要なデータのみ連携している。 
 お客様からは、出退勤操作を意識せずに正確で客観的な

労働時間を把握できる点と、過去実績を含めてWEB ブラ

ウザから簡単に職員の勤務実績を参照できる点を高く評価

いただいている。 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 8：導入システム構成図 
 
５．むすび 
 MELSAFETYとALIVE TAを連携される仕組である外

部連携アプリケーション機能とＣＵＩアプリケーション機

能について述べた。 
それらの機能は就業管理システム以外の外部システムでも

利用することが可能である。 
今後は入退室データと連携することにより付加価値を高

めることが可能なシステムを選定し、連携ソリューション

レパートリーの拡大に努めていきたい。 
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